
置き場所

キク科ペリカリス属／半耐寒性一年草
【開花時期】 11～5月 【その他】花径5cm・草丈:40～50cm

●半日蔭でも日向でも問題なく生長します。
●冬の間は、軒先や屋内など霜の当たらないところで管理してください。霜や雪に当たらなければ、0℃近くでも生育可能
です。

半日蔭が最適です。日向でも可

水やり 土が乾いているのを確認してから、たっぷりと与えましょう。

栽培の過程でご不明な点やお困りのことがございましたら、お気軽にご相談ください。

サントリーフラワーズお客様センター
電話番号：0570-550-087（平日10：00～17：00 土・日・祝日休）

メールによるお問い合わせ：info@suntoryflowers.co.jp

サントリーフラワーズホームページhttp://suntory.jp/FLOWER/

肥料 定期的に与えましょう。

その他

Flower Data

●市販の肥料を準備しましょう。花をたくさん咲かせるためには欠かせません。植込み時には直径24cmのプランターに置き肥
として元肥を5粒程度混ぜ込みましょう。

●切り戻して植え替える際には、元肥に暖効性肥料を1株につき2～3粒施しましょう。早春から春までに次々と花を咲かせます

ので、定期的に肥料を与えて下さい。肥料切れを起こすと下葉が黄色化しますので、気をつけましょう。春になって新芽が吹い
てきたら、ひと回り大きな鉢に植え替えて、元肥を施してください。

※お手持ちの肥料に記載されている肥料の使用方法、濃度、頻度を参考にしてください。

●表面を指で触って、しっかり乾いているのを確認した後、水が鉢底から流れ出るぐらいにたっぷりと与えましょう。

●セネッティは細い根がよく張るので、とても水枯れを起こしやすい植物です。こまめに土の乾き具合を確認して、水切れさせ
ないようにしましょう。とくに開花中は水切れさせないようにし、また、花に水がかからないように、根元へ水を注ぎましょう。

●冬の間は、水やりは回数を減らし、肥料も不要です。

●摘芯は不要です。花がらは花茎ごとこまめに摘むと、花つきが良くなります。

●花の数が少なくなったら、気温が15℃以下の3月上旬までに地面より15～20ｃｍの高さで切り戻し一回り大きな鉢に植え替
え施肥を施してください。
※冬越しは関東以西の温暖な地域が基準です。

●うどんこ病にかかったり、アブラムシがつくことがあります。市販の殺菌剤や殺虫剤で防除して下さい。


